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尼
崎
と 

お
金
に
つ
い
て
学
べ
る 

尼
信
会
館
と 

世
界
の
貯
金
箱
博
物
館 

猛
暑
の
8
月
8
日
、
阪

神
尼
崎
駅
西
改
札
口
に
集
合

し
た
。
南
出
口
を
し
ば
ら
く

歩
く
と
、
立
派
な
お
寺
が
た

く
さ
あ
る
寺
町
入
り
南
へ
横

断
し
ま
す
と
白
い
尼
信
博
物

館
が
見
え
て
き
ま
し
た
。 

         

手
前
に
小
さ
な
古
い
レ
ン

ガ
作
り
の
建
物
が
あ
り
「
尼

崎
信
用
金
庫
記
念
館
」
で 

大
正
10
年
に
創
業
し
た
当
時

の
有
限
責
任
尼
崎
信
用
組
合

（
現
尼
崎
信
用
金
庫
）
本
店

事
務
所
で
初
代
組
合
長 

小
森

純
一
氏
所
有
の
建
物
で
あ
っ

た
が
、
戦
後
尼
崎
信
用
金
庫

の
所
有
と
な
り
、
創
業
時
を

偲
ぶ
記
念
館
で
す
。 

 

建
設
時
期
は
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
地
元
の
古
老
の
記

憶
な
ど
に
よ
れ
ば
、
明
治
30

年
代
に
は
既
に
小
森
家
の
建

物
の
一
部
と
し
て
建
て
ら
れ

て
い
た
よ
う
で
、
尼
崎
に
現

存
す
る
数
少
な
い
明
治
時
代

の
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
と
し

て
、
貴
重
な
歴
史
的
建
物
で

す
。 

尼
崎
信
用
金
庫 

店
舗
網
は
尼
崎
市
周
辺
だ

け
で
な
く
浪
速
信
用
金
庫
を

合
併
し
た
こ
と
に
よ
り
、
大

阪
府
下
に
も
多
く
の
店
舗
を

有
す
る
な
ど
営
業
区
域
は
広

い
で
す
。  

尼
崎
信
用
金
庫
に
は
、

「
尼
信
会
館
」
と
「
世
界
の

貯
金
箱
博
物
館
」
と
い
う
博

物
館
を
持
っ
て
い
て
、
今
回

両
館
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

尼
信
会
館 

館
に
到
着
し
ま
す
と
館
の 

ス
タ
ッ
フ
松
岡
さ
ん
達
が
待

ち
受
け
て
下
さ
り
丁
寧
に
説

明
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

          

尼
信
会
館
は
、
尼
崎
信
用

金
庫
が
創
業
８０
周
年
の
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
、
地
域

の
発
展
と
地
域
文
化
向
上
を

願
っ
て
、
平
成
13
年
に
開
設

さ
れ
ま
し
た
。 

尼
信
会
館
は
尼
崎
城
の
白
壁

を
イ
メ
ー
ジ
し
、
寺
町
周
辺

の
歴
史
的
景
観
保
存
地
域
と

も
調
和
の
と
れ
た
建
築
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

１
階
と
３
階
の
展
示
フ
ロ

ア
は
特
別
展
示
と
し
て
市
民

に
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。 

           

２
階
の
展
示
室
に
は
尼
崎

の
地
理
歴
史
及
び
尼
崎
城
の

展
示
で
、
中
央
に
尼
崎
城
復

元
模
型
が
分
か
り
易
く
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。 

尼
崎
藩
主
桜
井
松
平
家
ゆ

か
り
の
重
要
文
化
財
「
太
刀 

銘
守
家
」
を
初
め
と
し
て
、

尼
崎
市
指
定
文
化
財
で
あ
る

歴
史
的
に
貴
重
な
資
料
を
数

多
く
分
か
り
易
く
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。 

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
品
も
多
く
、
市
立
博
物

館
に
来
て
い
る
感
じ
で
す
。 

コ
イ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
は

尼
崎
信
用
金
庫
が
保
有
す
る

世
界
170
ヵ
国
の
金
貨
を
展
示

し
て
あ
り
ま
す
。 

           

芸
術
性
の
高
い
「
記
念
貨

幣
」、「
地
方
自
治
法
施
行
６０

周
年
記
念
貨
幣
」、「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
記
念
貨

幣
」、「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
競

技
大
会
記
念
貨
幣
」
と
珍
し

い
別
展
示
を
見
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
な
か
で
も
、「
地

方
自
治
法
施
行
６０
周
年
記
念

貨
幣
」
は
、
平
成
１９
年
に
地

方
自
治
法
が
施
行
６０
周
年
を

迎
え
た
こ
と
か
ら
、
４７
都
道

府
県
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
を
代
表
す
る
美
し
い
風
物

や
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

色
鮮
や
か
に
あ
し
ら
っ
た

「
お
国
自
慢
」
の
絵
柄
を
通

し
て
、
ふ
る
さ
と
や
旅
し
た

土
地
を
懐
か
し
め
る
展
示
と

な
っ
て
い
ま
す
。
尼
信
が
地

域
貢
献
に
努
力
し
て
お
ら
れ

る
現
れ
と
思
い
ま
す
。 

世
界
の
貯
金
箱
博
物
館 

尼
崎
信
用
金
庫
職
員
が

趣
味
で
集
め
た
貯
金
箱
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
元
に
、

1984

年
（
昭
和
59
年
）
に

設
立
さ
れ
た
。 

世
界
の
貯
金
箱
博
物
館

で
は
、
吉
岡
館
長
さ
ん
に

本
当
に
解
か
り
や
す
く
丁

寧
に
説
明
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。 

貯
金
箱
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
は
世
界
的
に
み

て
最
大
規
模
で
は
な
い

か
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、

欧
米
な
ど
世
界
６２
か
国
の

も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。 

           

国
に
よ
っ
て
形
や
大
き

さ
が
異
な
る
貯
金
箱
を
見

る
と
、
お
金
に
対
す
る
考

え
方
や
価
値
観
が
異
な
る

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

多
く
の
貯
金
箱
は
縁
起

物
を
モ
チ
ー
フ
に
作
ら
れ

て
い
ま
す
。 
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わ
が
ま
ち
紹
介 

２０１９年９月度行事予定 

第15回たかつきＮＰＯ協働フェスタ 
月 日： 2019年９月22日（日） 

会 場： 高槻市立生涯学習センター 1階展示ホール 

内 容： 活動分野ごとに団体の活動を紹介・展示など 

その他：1) 雨天決行 

2) VG槻輪は作品展示など参加します 

3) 詳細は別途配布資料をご参照下さい 

 

２０１９年１０月度行事予定 

歴史の深い「もてなし」のまち：天満 

天満宮参拝・まほうびん記念館見学 
月 日： 2019年10月17日（木） 

集 合： 地下鉄天満橋駅東改札出口 集合 

内 容： 天満宮参拝・まほうびん記念館見学 

その他：1) 雨天決行 

2) 詳細は別途配布資料をご参照下さい 

 

尼崎信用金庫 尼信記念館 

尼信会館 

展示室前の尼崎地図で尼崎を知る 

地方自治法施行60周年記念貨幣 

世界の貯金箱博物館内で記念写真 
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https://ja.wikipedia.org/wiki/1984%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1984%E5%B9%B4

